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V330a 軟Ｘ線から硬Ｘ線の広帯域を高感度で撮像分光する衛星計画 FORCE の現状
(13)
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我々は 1–79 keVの広帯域Ｘ線を高感度で撮像分光する衛星計画 Focusing On Relativistic universe and Cosmic
Evolution (FORCE) を提案している。FORCE の科学目的は、「ブラックホールがどのように成長し、母銀河と
どのように共進化してきたか？」、「非熱的エネルギーがどのようにして生成され、どれだけ宇宙に存在している
か？」、および、「星がどのように終末を迎え、どのように爆発するか？」を理解することである。この目的にむけ
て、10 keV 以上の硬Ｘ線帯域にも感度を持つ衛星として初めて 15秒角以下の高角度分解能を実現し、既存の衛
星と比較して、1桁以上高い硬Ｘ線点源感度を達成する。また、迷光を抑えた衛星・望遠鏡デザイン、超低バッ
クグラウンドを実現する検出器により、拡がった硬Ｘ線天体にも高い感度を実現する。現在我々は、次回の衛星
提案にむけて、周辺分野の動向および同分野の世界情勢も踏まえた上で、科学目的の明確化とシステム・サブシ
ステムデザインの最適化を進めている。本講演では、それらの現状と今後の方針について報告する。


